
取材可能案件 

仮想空間や AI などの情報通信技術の発達が進む中、「街のお悩みはアプ

リで解決！」という時代はすぐ近くまで来ています。本プロジェクトを

通して、「アプリ作りは難しそう…」と感じている人たちに、アイデア

を形にしていく喜びを知っていただきたいと思っています。 
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大阪公立大学大学院 情報学研究科の阿多 信吾教授を中心とするチームにより昨年開設した、

データ駆動型アプリ工房プロジェクト「Playground for Data-driven Application Project（PDA）」

の一環として、今年度も「データ利活用やってみよう！ハッカソン 2023」のキックオフイベント

を下記の通り開催いたします。 
 
本プロジェクトは、都市データの利活用を促進すると共に、データ利活用アプリケーションを

開発できる人材の発掘や育成を目標としています。昨年はノーコードアプリ開発の体験に多くの

参加者が集いましたが、2 年目となる今回は ChatGPT も活用し、参加者が提起した課題を解決す

るためのアプリ開発を行います。 
  
つきましては、本イベントについて広く周知いただくとともに、取材についてご検討いただき

ますようお願い申し上げます。 
 

記 
 
【日 時】2023 年 8 月 26 日（土） 14：00～16：00 
【場 所】QUINTBRIDGE 1 階 メインステージ（大阪市都島区東野田町 4 丁目 15） 

オンライン（YouTube） 
【内 容】イベントの概要紹介やノーコードや ChatGPT を活用したアプリ開発事例紹介 
【参加費】無料 
【対象者】・学生、社会人 

・アプリ開発に興味はあるが、「できるのか」という不安や仕事の忙しさ、技術的 
ハードルから次の行動に踏み出せない方。 

・「こんなことをアプリでやりたい」と思っていても、モックアップが作れず表現 
できない方。 

【申 込】下記 Web サイトよりお申し込みください。 
     https://www.omu.ac.jp/event/entry-01653.html 
 
 
 
 
 
 
 

現役エンジニアがアプリ開発を手厚くサポート！ 

「データ利活用やってみようハッカソン 2023」を開催 

https://www.omu.ac.jp/event/entry-01653.html


＜昨年度の様子＞ 

  
 
＜今後のイベント予定＞ 
・2023 年 9 月 9 日（土）14：00～17：00 「ハンズオン・アイデアソン・チームビルディング」 
・2023 年 10 月 21 日（土）14：00～16：00 「中間発表会」 
・2023 年 11 月 11 日（土）14：00～16：00 「成果発表会」 
 ※場所はいずれも QUINTBRDIGE 
 
＜実施体制＞ 
主 催：大阪公立大学 
共 催：関西イノベーションイニシアティブ（KSII）、大阪スマートシティパートナーズ 

フォーラム（OSPF）、一般社団法人コンパクトスマートシティプラットフォーム 
協議会（CSPFC） 

協 力：NTT 西日本（QUINTBRIDGE）、大阪市高速電気軌道株式会社（Osaka Metro）、 
株式会社スマートバリュー、株式会社電通、住友電気工業株式会社、 
株式会社 Human Hub Japan、GONENGO LLC 

 
＜関連情報＞ 
Playground for Data-driven Application Project Web サイト 
https://sites.google.com/view/enjoy-pda/ 
 
 
 
 
【本件に関する問い合わせ先】 
PDA データ利活用ハッカソン事務局 
担当：鈴木 
E-mail：pda@urban-ii.or.jp 

【報道に関する問い合わせ先】 
大阪公立大学 広報課 
担当：竹内 
TEL：06-6605-3411 
E-mail：koho-list@ml.omu.ac.jp 
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